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環境移行に関する研究

一環境心理学における人間一環境関係一

TheStudyonRelocation

-Person-EnvironmentRelationsinEnvironmentalPsychology-

内田美子
Ｙｂs"埖ｏＵｂﾉｹjtjD

Ｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｄｉｖｉｄｅｄｉｎｔｏｔｗｏｐａｒｔｓ；ｔｈｅｏｎｅｉｓｃｏｎｃｅｒｎｅｄｗｉｔｈｔｈｅｔｒｅｎｄｏｆｅｎｖｉｒｏｎ‐

ｍｅｎｔａｌｐｓｙｃｈｏｌｏｇｙｉｎｔｅｒｍｓｏｆｔｈｅｃｏnceptofperson-environmentrelations、Fivetheories

fromGifford，sviewpointare；１）stimulation-basedtheory,２）control-basedtheory,３）behavior
settingtheory，４）integraｌtheory，ａｎｄ５）operanttheory・Especially,４）integraltheoryis
worthyofournotice，andisdividedintoTransactionalismandOrganismictheorv・
Ｔｈｅａｉｍｏｆｔｈｅｏｔｈｅｒｐａｒｔｉｓｔｏｒｅｖｉｅｗｔｈｅｐｒｅｃｅｄｉｎｇｌｉｔｅｒａｔｕｒｅｓｏｎｔｈｅｒｅlocationof

theaged、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎｉｓａｎｅｗｔｏｐｉｃｉｎｅｎｖｉｒｏｎmentalpsychologytodaｖ,

この２種類のうち，現在，②の人間側の変化による問

題がクローズアップされている。その代表的なものが，

高齢者の住環境問題ではないか。高齢者個人の老化プロ

セスにあわせた住環境をどのようにして整えるかという

問題もあるが，それ以上に，社会保障システムが充分と

はいえない我が国においては，当然，その負担が家族に

いくのは目に見えている。高齢者と家族が相互に関わる

ことのできる住環境とはいかなるものであろうか。

住環境研究はこうした様々な問題を背景として，近年

注目を集めている研究領域の一つである。住居学，建築

学といったハードの面から，また，人間の健康．精神衛

生に焦点をあわせた公衆衛生学，精神医学，その他社会

学，家族社会学，文化人類学などの多領域で研究されて

いる。

では，心理学においてはどうであろうか。我々の生活

に密着した住環境研究を行なっている主なものとして

は，コミュニティ心理学と環境心理学が挙げられる。山

本（1986）は，コミュニティ心理学の環境研究の使命の

一つは，生活者の立場から，個人と環境の不適合な状態

を指摘し，人間の生活を無視してつくられた環境の不備

を指摘していくこと，と述べている。また，Gifford

(1987）が述べるように，人間と環境の相互作用を理解

１．序

現代社会は，豊かな時代であると言われている。確か

に「衣食」には足りている｡しかし，生活する主体とし

ての「人間を支え守る家」（Bachelard，1957)，つまり

住まいは，その量的不足の詮ならず，質的側面に関して

も様点な問題が論議されている。

筆者はそうした諸問題を２つに大別して考えてきた．

すなわち，①人間自身が作り出した物理的環境によるも

の（物理的環境要因)，②住まう主体としての人間，家

族，さらに広く考えれば社会の側の変化によるもの（人

間要因)，である。

①に関しては，都市における住宅問題が例として挙げ

られよう。高層集合住宅の防災の安全性，安心して遊ば

せられる子供の遊び場の確保，集合住宅内の生活騒音問

題，住宅地選択の自由度の低さなど，土地の絶対量の不

足に何とか対処しようと，様々な技術を駆使し創り上げ

てきた物理的環境にまつわる問題である。

②は，我々の日常生活上起こりうる，我を人間の側の

変化によるものである。例えば，結婚・離婚・配偶者の

死亡・子供の誕生などの家族内メンバーの変化や転勤な

どに起因する問題が挙げられる。
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表１人間一環境の関与関係分類とその研究領域

（Stokols，1978）
し，その知識を様々な問題の解決に役立てることを目的

とするのが環境心理学である□

本論文では，まず，環境心理学においてｊ人間一環境

関係がどのようにとらえられてきたかを概観し、次に，

上記②の問題と深く関係し，最近，注目されつつある環

境移行に関する先行研究を報告・考察したい。

２．Person-EnvironmentRelations

-環境心理学における人間一環境関係概念一

環境心理学が，心理学の１領域として認められるよう

になってからの歴史はまだ浅い。環境（environmellt）

という概念が非常に重要な意味を持つものであったこと

は，Koffka（1935）やＬｅｗｉｎ（1935,1951）の理論が心

理学のその後をどう展開させたか見れば明らかである．

しかし心理学は，人間に関心を持っていても，それを取

り囲む環境（なかでも家・建物等の物理的環境）に関し

ては，その存在を当然のもの，或いは，取りあげる程の

ものでばないと考えていた（Ittelsoneta１．１９７４)。

現実社会における環境を，社会的な視点から検討する

必要のあるものとして認識するようになったのは，１９６０

年代後半から1970年代前半にかけてである。アメリカで

は，1968年，EnvironmentalPsvchologyのＰｈ.Ｄ、

programがはじめてニューヨーク市立大学に設置されり

AnnualReviewofPsychology誌の編集委員会は，’

環境心理学を社会心理学の中の興味あるテーマとして位

置づけた｡(また日本でも，1973年，社会心理学会が，環

境問題を取り上げた年報を出しており，ヨーロッパ・ア

メリカからの学究的影響や国内の環境問題に対する住民

運動からの刺激によって，環境心理学が１分野として発

展しつつある（HaginoetaLl987)。

そうした流れの中で，環境（environment）概念は，

physical､social,objective(actual)-subjective（percei‐

ved),immediacytoindividualといった様上な側面か

ら考えられてきた。その上，行動セッティング(beha‐

viorsetting)(Barker,1968)，社会的風土（socialcli‐

mate)(Moos,1973)，人間一環境適合(person-enviroL

mentfit）などを例とした，人間と環境の複合的関係に

焦点をあてた構成概念も考えられている（Aldwin＆

Stokols，1988)･

人間一環境関係概念に関連してシ主体としての人間が

どのようなレベルで環境にかかわるのか(認知か行動か）

といった形態(form)，能動的一受動的といったかかわ

り方の位相（phnse）の２つの基準で，Craik(1973)の人

間一環境関係分類がStoko1s（1978）によって再検討ざ

form（形態）

行動的認知的

〔操作的〕
行動の実験的分析
プロクセミックス

能
動
的
一
受
動
的

〔解釈的〕
環境空間の認知的
表現性格と環境phase

(位相） 〔反応的〕
物理的環境の影響
生態学的心理学

〔評価的〕
環境への態度
環境アセスメント

れている(表ｌ)。

またGMford（1987）は,環境心理学の主な理論を,人

間一環境関係のとらえ方により５グループに分類してい

る｡すなわちｉｌ）stimulation-basedtheory,(2)contro］

-basedtheory，(3)behaviorsettingtheory（以下Ｂ、

S・理論と略)，(4)integraltheory,(5)operantappro‐

achである。

(1)(２１は，人間と環境の関係を記述する伝統的心理的メ

カニズムである刺激（stimulation）と制御（control)に

澱づく。（1)は，環境からの刺激が個人の適応レベル以上

(又は以下）の場合に生じる問題研究の際の理論である。

環境心理学の中でポピュラーなトピックである騒音

(noise）や群集・混象あい（crowding)，さらにはSto・

kols（1979）がいうように，環境刺激が個人の適応資源

より上回った場合に生じる行動あるいは健康上の影響に

関するストレス研究も，この理論に基づいていると考え

られる，（２１は，刺激そのものというよりもむしろ，その

刺激を制御することができるか否か，どの程度制御でき

たのかという点に焦点があり，個人空間（personalspa・

Ce）やなわばり性（territoliality）などの研究が挙げら

れる。

(1)(2)に対して，(3)のＥＳ・理論は,人間の個人差や心

理的プロセスには注意を払わず，人間の行動をとらえる

基本的な単位として行動セッティングを考え，その構造

特性とその中でとられる人間の社会的役割行動の関係を

追求しようとしている。

(4)のintegral（全体織成的）理論は,人間と環境を分

離した存在としてゑなすのではなく，相互作用の流れと

して考えている。こうした考えば，さらにTransactioと

nalism（相互浸透主義）とOrganismictheory（有

機的組織理論）の２つの流れに分かれている。前者は、

人間と環境は包括的実在の１部分であり（Stokols＆

Shumaker,1981)，どちらか一方のみではその存在を明

確にできず，一方のactivitiesは必然的にもう一方に
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影響を及ぼす(Ａｌｔｍａｎ＆Rogoff,1987）としている。

また後者も，相互的で複雑な１つのシステムの中の社会

的・社会慣習的要因と個人要因のダイナミクスとして，

人間一環境関係をとらえている（Wapner，1981)。

(5)のoperantapproachはスキナー理論に基づくも

のであり環境問題をまねくような行動を修正することを

目的としている（Geller，1987)。

Stokols,Gilfordの考え方に基づいて環境心理学にお

ける人間一環境関係概念を概観してきた、縦者は１で述

べたように，住環境に関する諸問題を，物理的環境に起

因するものと人間に起因するものとに分けて考えていた

が，急速に変化している現代社会において，両者を明確

に区別することは困難のように思える。

Ａｌｄｗｉｎ＆Stokols（1988）は，環境概念が様々な側

面から考えられていると同様，環境変化（enviTOnmen

talchange以下ＥＣ）というものの定義づけも多様で

あるとしている、彼らは，災害などによる物理的環境変

化（physicalenvironmentchange以下PEC）と，集

団メンバーが変わった，離婚・配偶者の死亡などの社

会的環境変化（socialenvironmentchange以下ＳＩＴＣ）

とを環境の中から別に取り出すことば難しいとしてい

る。

つまり，離婚や配偶者の死亡が新しい物理的環境への

移転（relocation）を招く場合もあり，ＰＥＣ・ＳＥＣどち

らか一方の変化に限定して考えるより，その両者とも考

慮すべきなのである。よって(4)のintegraltheoryは，

有効な枠組と考えられる。

場所からある場所に動くことである。それ日体が変化で

あり，さらにＳＥＣの変化が加わる（或いはその変化が

PECをまねく）場合もある。

高齢者の環境移行の問題は，環境心理学の承ならず，

社会老年学，社会福祉学，医学，建築学など多領域にわ

たり研究されている。筆者も，個人の老化(aging）とい

う変化が日常生活に障害をもたらし，それがＳＥＣ･PEC

をまねくこのnIl題に関心を持ってきた。そこでここで

は,高齢者の環境移行に関する先行研究を報告していく。

l）アメリカにおける研究の流れ

アメリカにおいては既に環境移行研究が，高齢者研究

の１分野として位置づけられており，高齢者を住み慣れ

た場所から移動させることへの関心が強い。

その理１１１として，1950年代の都市再開発や住宅建設な

どで強制的に住み替えさせられた高齢者が存在し，１９６０

年代に入ってからLieberman（1961）やAlexsandro‐

ｗｉｃｚ（1961)，そしてAldrichら（1963）が，relocation

そのものが高齢者にネガティブな影響を及ぼすという結

果を出し，そのネガティブな影響を死亡率（mortality）

によって説明したため，注目を集めてしまったのであ

る。この影辨がくrelocationelYect＞と呼ばれるもので

ある。

しかしその後，数多くの研究が発表されていくにつ

れ，ネガティブな影響が糸られない研究結果が出て来，

特にBorl]ｐらとBourestomらの論争は，高齢者の環

境移行研究のその後の方向性を決めるきっかけとなっ

た。自分自身の研究結果と今までの様々な研究レビュー

をもとに，relocationは死亡率には影響しない，つまり

relocationeffectは存在しないとするBorupらの研究

が発表され，それに対し，Bourestomらが反論したた

め，論争になったのである。（Borup,Gallego,＆Heff‐

ernan，】９７９．１９８()；Bourestom:＆Pastalan，１９８１；BorP

up,］982)。Bourestomら（1981）は，Borupらの主張

は様々な条件で異なるrelocationをその死亡率とコン

トロールグループが存在したか否かという点のみについ

て比較しており，それだけではrelocationeffectは存

在しないとはいえないと主張した。さらに，relocation

が，Voluntary（自発的）あるいはinvoluntary（不本

意）のいずれの形で高齢者に受けとめられたかが非常に

重要であり、relocation前後の環境変化に対しては準

備プログラムにより配慮していくべきだとしている．こ

の後，１１(】rup（1982）は，relocation前後の環境変化が

小さければ，むしろポジティブな結果がでると報告して

いる白

３．Relocation，Moving，Transition

-環境移行とは何か－

人間は，継続的に自分の環境を組織し，それに意味を

与え評価している（WapneretaL1973)_，また，人間の

一生にはいくつかのtransition（移り変り）がある

(Wapner,1981)。たとえば幼児が家という環境しか知ら

なかった状態から幼稚園へと環境を広げていくこと}よ，

家と幼稚園とその周辺環境とを自分の環境となすべく，

再組織化することを要求される。また，会社から転勤を

命じられれば家族とともに引越す場合もあるだろうし，

単身赴任せざるをえない場合もある。

２で述べてきたように，こうした我々の日常生活上の

変化は，環境変化と深く関連している、特に，ＡＩｄｗｉｎ

らが述べているＳＥＣ（家族．集団内メンペーの変化な

ど）が物理的環境変化をまねく場合もある。

環境移行（relocatiommoving,transition）とはある
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表２家から家へのリロケーション研究

1６

説明変数

活動性
態度

研究論文

Kasteleretal．

(1968）

影響

negative 高速道路建設によるinvoluntaryなrelocation
コントロールグループより低い得点

生活満足度|､e…|鞭織競｣習鵠潟鳥駿…
Ｂｒand＆Ｓｍｉｔｈ

(1974）

主宰（物理的環境面での、1噸あり）へり、、９

Ｌａｗｔｏｎ＆YafYe

(1970）
死亡率 老人住宅へ

コントロールグループとの有意差なし

Lawton＆Cohen

(1974）
negative
positive

老人住宅へ
コントロールグループより全体的に良い結果

身体機能
モラール

ｌ－

ｗｉ……雄｜死亡率(1974）
老人住宅へ
コントロールグループとの有意差なし

Storandt＆Wittels

(1975）
死亡率
認知機能
健康状態
活動性

老人住宅へ
前後の変化なし

表３施設入所研死

説明変数影響研究論文

Lieberman（1961）｜死亡率negative入所希望者の入所待ち期間と，入所後の死亡率

死亡率｜､…vol鰯入所決定したかしなかったかしなかった人の死亡Ferrari（1963）

入居者のpersonality
施設入所に対する姿勢
家族の有無
健康度
経済的援助の有無

生活満足度
施設適応

Ｓｈｅｒｗｏｏｄｅｔａｌ．

(1974）

この流れから，Coffman（1981）の死亡率の糸だけで

はなく，relocationの様々な側面を考慮すべきだとす

る主張や，高齢者の心理的変化プロセスにも注目してい

くべきだとするNierenberg（1983）の研究方法論上の

意見もあがった。Lieberman＆Tobin（1983）は，死

亡率だけではなく，彼らが実際に行なった４ケースの

relocation調査の分析であり，高齢者の心理的状況も

とらえたものである。

なお，高齢者の環境移行パタンとしては，家から家へ

(ｈｏｍｅｔｏｈｏｍｅ)，家から施設への施設入所（hometo

institution)，施設から施設への施設間移動(institution

toinstitution）の３パタンに分けられており．それぞれ

に関する研究を，relocationの影響を説明する変数と，

その影響がネガティブがポジティブか等に関してまとめ

たものが表２．３．４である

2）準備プログラムに関する研究

どのようなrelocationパタンにおいても，リロケー

ションによる高齢者へのネガティブな影響が多少なりと

も存在するのであれば，それを少なくするための移動準

備プログラム（preparationprogram）を十分検討し，

かつ実施していく必要性がアメリカにおいては主張され

ている｡

Kowalski（1981）は，relocationをおこなう場合重

要なのは，高齢者各個人がrelocationによる様々な変

化に適応できるよう準備しサポートすることであり，可

能な限り，適応しやすいよう周囲が環境を操作していく

ことだとしている。

また，Pablo（1977）はプログラムによって十分準備

した上でrelocationしてきた施設入居者全てがvolun‐

taryな移動を行なったという報告をしている。この報
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表４施設間リロケーショソ研究

馬
研究論文 説明変数｜影響

Aldrich＆Mendkoff

(1963）
死亡率

…|鶴鱗醒蝋繼棚……
Killirm（1970） 死亡率 ｜negative 老人病臘者

病院から他病院・施設へ移動するグループと，移動しない
グループの比較。

Bourestom＆Tars

O974）
死亡率
健康感
活動性
職員との関係

１環境変化の大きいrelocation
２環境変化の小さなrelocatioI1
3コントロールグループ

死亡率・健康感・活動性など：１＞３

ｎｅｇａｔｌｖｅ

G……'．…｜ﾀﾋﾟ亡率(1976）
病院からのrelocation

移動１年後と過去５年間の平均死亡率の比較。
病院側の事情によるinvoluntaryな移動にもかかわらず，
影響象られず。

W…＆Bu噂rklOl死亡率(1976）
精神科老人患者のinvoluntaryなrelocation
影響みられず。

Haddad（1981） 死亡率
行動状況

精神科老人患者のrelocation
影響翠られず。

告と同様，準備プi二グラムの重要性を，高齢者のinvo‐

luntaryな姿勢からvoluntaryな姿勢へ変化させる可

能性を持つ点であるとしているのはＬａｗｔｏｎ（1980）で

あるＬａｗｔｏｎはrelocationを全てinvoluntaryな

ものとしてとらえがちであることに疑問を持ち，準備プ

ログラムが変化させる可能性をもつと主張している。

こうした準備プログラムを考えていくためには,ＳｈｕＬ

ｔｚ（1976),Shultz＆Brenner（1977）に述べられてい

るcontrollability（制御可能性）とpredictability（予

測可能性）の２つが重要な要因として考えられる。前者

は高齢者自身がrelocationそのものにinvoluntaryか

Voluntaryかということで把握され，後者は前後の環

境の変化の度合と準術によって把握できるとしているの
である運

常に考慮していかねばならない現代におして，非常に魅
力的である。しかし，WapnerやStokolsといった

lntegralTheoryに基づく環境心理学者達は，実際，
現実場面での問題をとらえきれていない。つまり，この

新しい枠組で，いったい何が明確にされるのか，また，

明確にされるものがあるとしたら何を道具とするのか，
不明瞭のままである。

環境移行は，人間も環境も相互に変化する現象として

位置づけられる］生活拠点を移す（転勤による引越・移

住など）という意味のものであれば，ある場所からある
場所への単なる移動とは考えられない。

高齢者の環境移行の先行研究，そのほとんどがアメリ

カにおけるものであるが，relocationはnegatWeな影

響を及ぼすか否かという段階ではなく，いかにその

negativeな影響を減ずることができるか，さらに，
positiveな影響を高齢者に及ぼすことができるreloca‐

tionとはどのようなものかを考えようとしている．し

かし，そのrelocationの結果は，死亡率・生活満足度

活動性等の指標で説明され，高齢者が新しい環境の中で

どのような状態にあることをpositiveとするのか，そ

して高齢者が－さらにいえば高齢者とそれを囲む環境

が－relocationをきっかけに，どのように変化していく
のかが明確にされていない、

我が国の先行研究について触れなかったが，日本独特

４．考察

本論文は，環境心理学におIｲﾅる最近の動向を，人間一

環境関係がどうとらえられてきたか，その流れに焦点を

あて，把握することを試みた。また，現代における住環

境問題の１つとして，環境移行（特に高齢者を対象とす

る）先行研究を報告してきたに，

人間と環境は分離した存在ではなく，互いに変化しあ

うことにより、一つの有機体（organism）としても変化

するのだという考え方は，変化（change）というものを
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の問題である親世代と子供世代との同居･別居は，単に、

家族内メンバーの変化としてだけではなく，それにとも

なう環境の変化としてとらえ直すことにより，新たな側

面がふえると思われる口

第３０号１９８９

Coffman,Ｔ､Ｌ・（1981）Relocationandsurvivalof

institutionalizedaged：Ａｒｅ－ｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅ

ｅｖｉｄｅｎｃｅ、TheGerontologist，21,483-500．

Craik,Ｋ・（1973）EnvironmentalPsychology．Ａ､,汁
ualReviewofPsychology，２４，４０３－４２２．

Ferrari,Ｎ(1963）Freedomofchoice・SocialWork，
８１１０５－１０６，

Geller.Ｅ､Ｓ・（1987）Environmentalpsychologyand
appliedbehavioranalysis：Ｆｒｏｍｓｔｒａｎｇｅｂｅｄ‐
fellowstoaproductivemarriage、ＩｎＡｌｔｍａｎ，

Ｌ,＆Stokols，，.（Eds.）lIandbookofenviron‐

metalpsychology、ＮｅｗＹｏｒｋ：Wiley・

Gifford,Ｒ・（1987）EnvironmentalPsvchology・mas‐
sachusetts：AllvnandBacon，ｌｎｃ．

Gutman,ＧＭ.,＆Herbert.Ｃ､Ｐ.（1976）Mortality

ratesamongrelocatedextendedcarepatients・
JournalofGerontology，31,352-357‘

Haddad,Ｌ,Ｂ､（1981）lntra-institutionalrelocation：
Measuredimpactupongeriatricpatients．』o‐
ｕｒｎａｌｏｆｔｈｅＡｍｅｒｉｃａｎＧｅｒｉａｔｒｉｃｓＳｏCieにy，２９，

８６－８８．

Hagino,Ｇ､，ＭｏchizukLM.,＆Yamamoto,Ｔ・（1987）
EnvironmentalPsvchologyinJapan、ＩｎＡｌｔ－

ｍａｎ，Ｌ,＆Stokols,，.（Eds.）Handbookofen‐

vironmentalpsychology、ＮｅｗＹｏｒｋ：Wiley・

Ittelsom，Ｗ、Ｈ､，Proshansky,ＩＬＭ.，Ｒｉｖｌｉｎ，Ｌ､Ｇ､,＆
WinkeLG.Ｈ・（1974）AnlntroductiontoEn‐
vironmentalPsychology、ＮｅｗＹｏｒｋ：Winston．

（宇津木保･望几衛訳１９７４環境心理学の些礎環
境心理学の応用彰国社）

Kzlsteler,Ｊ,Gray,Ｒ､,＆Carruth,Ｍ・（1968）Invo‐

luntaryrelocationofelderly・TheGerontolo‐

gist，8,276-279．

Killian,Ｅ､（1970）Effectsofgeriatrictransferson
mortalityrates・SocialWork，１５，１９－２６．

KoHka,Ｋ､（1935）PrinciplesofGestaltPsvchology、
ＮｅｗＹｏｒｋ：HarcourtBraceJovanovich・

KowalskLN．Ｃ・（1981）Institutionalrelocation：
Currentprogramsandapplliedapproaches・The
Gerontologist，21,512-519．

Lawton，Ｍ．Ｐ．（1980）EnvironmentandAging
California：Brooks/Cole、

Lawton,Ｍ．Ｐ.,＆Cohen,Ｊ､（1974）TheGeneralitw
ofHousinglmpactontheWell-BeingofOlder
People．』ournalofGerontology，29,194-204．

Lawton，Ｍ．Ｐ.，＆Yaffe,Ｓ・（1970）Mortality，mor‐
ｂｉｄｉｔｙ，ａｎｄｖｏｌｕｎｔａｒｙｃｈａｎｇｅｏｆｒｅｓｉｄｅｎｃｅｂy
olderpeople、JournaloftheAmericanGeriat‐
ricsSociety，18,823-831．

Lewil１，Ｋ.（1935）ADynamicTheoryofPersona‐
lity、ＮｅｗＹｏｒｋ：McGraw-Hill．（相良守吹･小川
隆訳１９５７パーソナリテイの力学観岩波書店）

Lewin,Ｋ・（1951）FieldTheoryinSocialScience・
ＮｅｗＹｏｒｋ：Harper＆ＲＯＷ．（猪股佐登留訳

参考文献

Aldrich,Ｃ､,＆MendokolT,Ｅ・（1963）Ｒｅ]ocationof

theagedanddisabled，amortalitystudy・Ｊｏ‐
urnaloftheAmericamGeriatricsSociety，11,

185-194．

Aldwin，Ｃ，＆Stokols，Ｄ・（1988）Theeffectsof
environmentalchangｅｏｎｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｓａｎｄｇｒｏ‐

ｕｐｓ：someneglectedissuesinstressresearch・
JournalofEnvironmentalPsychology，8,57-75．

Alexsandrovicz,、Ｒ・（1961）Fireanditsafterma‐

ｔｈｏｎａｇｅｒｉａｔｒｉｃｗａｒｄＢｕｌｌｅｔｉｎｏｆｔｈｅＭｅｎｎｉ‐
ngerClinic，25,22-23．

Altman,Ｌ，＆Rogoff，Ｂ，（1986）Worldviewsin

psychologyandenvironmentalpsychology：Ｔｒ－
ａｉｔ，interactional，organismicandtransactional

perspectives､ＩｎＡｌｔｍａｎ,Ｌ,＆Stokols,，.(Eds.）
Handbookofenvironrnentalpsychology、Ｎｅｗ

Ｙｏｒｋ：Wiley･

Bachelard，Ｇ・（1957）ＬａＰｏｅｔｉｑｕｅｄｅＬ，Espace・
Paris：Ｐ，ＵＦ．（岩村行雄訳１９６９空間の詩学

思潮社）

Barker,ＲＧ（1968）EcologicalPsychology：conce‐
ｐｔｓａｎｄｍｅｔｈｏｄｓｆｏｒｓｔｕｄｙｌｎｇｔｈｅｅｎvironmel1t
ofhumanbehavior・California：StanfordUni‐

versityPress

Borup,』.Ｈ､（1982）Theeffectsofvaryingdegrees
ofinterinstitutionalenvironmentalchangeon

longtermcarepatients・TheGerontologist，
22,409-417、

Borup，Ｊ、Ｈ､，Cal]ego，，．Ｔ､．＆Heffernan，Ｐ．Ｇ
（1979）ReIocationanditseffectonmortality、
TheGerontologist，19,135-140．

Borup,Ｊ、Ｈ､,Gallego，，．Ｔ､，＆Heffernan，ＥＧ．
（1980）Relocation：Itseffectsonhealth，fun‐
ctioningandmortality、TheGeromtologist,20,
468-479．

Bourestom，Ｎ,，＆Pastalan，Ｌ・（1981）Theeffect
ofrelocationontheelderly：AreplytoBorup，
Ｊ、Ｈ､，Gallego，、Ｔ､，＆Heffernan，Ｐ．Ｇ・The
Gerontologist，２１，４－７．

Bourestom,Ｎ,＆Tars,Ｓ､（1974）Alterationinlife
patternsfollowingnursinghomerelocation
TheGerontologist，14,506-510.

Ｂｒand,Ｆ､,＆Smith,Ｒ(1974）Lifeadjustmentand
relocationoftheelderly、JournalofGeronto・

logy，29,336-340．

Carp,Ｆ､Ｍ・（1967）Theimpactofenvironmenton
oldpeople・TheGerontologist，７，１０６－１０８，



環境移行に関する研究 1９

1956社会科学におげる場のEl1iMi誠信瞥房）

Lieberman，Ｍ､Ａ・（1961）ReIationofmortalitvra・

ｔｅｓｔｏｅｎｔｒａｎｃｅｔｏａｈｏｍｅｆｏｒｔｈｅａｇｅｄＧｅｒｉ‐

atrics，１６，５１５－５１９．

Lieberman，ＭＡ.,＆Tobin,Ｓ､Ｓ・（1983）Ｔｈｅｅｘ‐

ｐｅｒｉｅｎｃｅｏｆｏｌｄａｇｅ，ＫｅｗＹｏｒｋ：BasicＢｏｏｋ島．

Moos、ＲＨ．（1973）Conceptualizationofhuma1l

eIlｖｉｒｏｎｍｅｎｔｓ，AmericanPsvchologiBt、２８，６５２
－６５５．

Nierenberg.Ｔ､，.（1983）Relocationofinstitutio・

nalizedelderly、JourI1alofGerontology，５１，６９３
－７０１．

PablqR．Ｙ､（1977）Intra-institutionalrelocatioI】：

［tsimpactonlong-termcarepatiel】tsThe

Gerontologist，17,426-435．

SchuljAR.，＆Brenner,Ｇ・（1976）Relocationofthe

aged：AreviewaTldtheoreticalanalysis．』our‐

nalofGerontology，32,323-333．

Schulz,Ｒ・（1977）Theeffectsofcontrolandpre．

（1ictabilitvonthephysica1andp目ychological

well-beingoftheinstitKltiollalizedaged､Journ【ll

ofPersonalitv＆Socia］Psychology，３３，５６３－
５７３．

Stokols，，.（1978）EnvironmentalPsychology．Ａか

nualReviewofPsvchology，29,253-259．

Stokols,，.（1979）Acongruenceanalysisofhumall

stress、InSarason,Ｌ,＆Spielberger,Ｃ・（E(1s.）
Stressandanxiety・Washington，，．Ｃ､：I-Iemi‐
spherePress・

Stokols,，.,＆Shumaker，Ｓ、Ａ､（1981）Peoplei、

places：Atransactionalviewofsettings・In

Harvey,ＪＩＬ（Eds.）Cognition，socialbehavior

andtheenvironment・HillsdaleNJ：Erlbaum・

Storandt，Ｍ”＆Wittels,Ｉ.（1975）Maintenanceof

functioninrelocatｉｏｎｏｆｃｏｍｍｕｎｉｔｖ－ｄｗｅｌｌｉｎｇ

ｏｌｄｅｒａdults、JournalofGerontology，３０，６０８－

６１２．

Sherwood，Ｓ､，G1assman，ルSherwoo(l，Ｃ､，＆Morr‐

ｉｓ,ＪＮ.(1974）Pre-institutionalfactorsaspre‐

dictorsofadjustmenttoalong-terｍｃａｒｅｆａ‐

cility、Interlmtiona］JournalofAging＆Ｈｕ‐

ｍａｎDevelopment，５，９５－１０５．

Wapner,Ｓ・（1981）Transactionsofperson-in-envi‐

ronments：Somecriticaltransitions・Journal

ｏｆＥＩｗｉｒｏｎｍｅｎｔａｌＰｓｙｃｈｏｌｏｇｙ，1,223-239．

Wapner,Ｓ､,Kaplan，Ｂ､,＆Cohen，Ｓ､Ｂ・（1973）Ａｎ
ｏｒｇａｎｎｉｓｍｉｃｓ－ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔａｌｐｅrspectivefor

understandingtransａｃｔｉｏｎｓｏｆｍｅｎａｎｄｅｎｖｉｒ‐

ｏｎｍｅｎｔｓ・ＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｎｄＢｅｈａｖｉｏｒ，、5，２５５－
２８９．

Watson,Ｃ､Ｇ,＆Buerkle,ＩＬＲ.（1976）Involuntary
transferasacauseofdeathandofmedical

hospitalizationingeriatricneuropsychiatric

patient、JournaloftheAmericanGeriatrics

Society，24,278-282．

Wittels,1.,＆Botwinick.Ｊ､（1974）Survivalinre‐

location・Jourl]fllofGerontology，29,440-443．

'11本和郎(1986）コミュニティ心理学一地域臨床の理論
と実践一東京大学出版会


